
第14回 長崎検定試験問題に挑戦④ 長崎検定テキストを事前に学習する

第15回 学習成果の発表（プレゼンテーション） これまでの学習のうち、テーマを設定して発表する

第12回 長崎検定試験問題に挑戦② 長崎検定テキストを事前に学習する

第13回 長崎検定試験問題に挑戦③ 長崎検定テキストを事前に学習する

第10回 長崎さるく体験② 体験したことをレポートにまとめる

第11回 長崎検定試験問題に挑戦① 長崎検定テキストを事前に学習する

第８回 長崎さるく事前学習 学習した内容をレポートにまとめる

第９回 長崎さるく体験① 体験したことをレポートにまとめる

第６回 長崎の観光スポット研究（実地調査③） 実地調査結果をレポートにまとめる

第７回 長崎の観光スポット研究（実地調査④） 実地調査結果をレポートにまとめる

担当形態 単独

受講態度（30％）
提出物（40％）
発表内容（30％）

参考書
等

必要に応じて資料を配布します

受講生への
メッセージ

この授業は、観光県長崎の第一線で活躍できる担い手を育てることをね
らいとしています。授業の主題をよく理解し、授業に臨んでください。

第１回 ガイダンス（長崎観光概論を学ぶに当たって）
長崎観光概論受講に当たっての抱負をレポートにまとめ
る

第２回 長崎の観光スポット研究①（グループワーク） 自分が研究する観光スポットを文献で調査する

第３回 長崎の観光スポット研究②（グループワーク） 自分が研究する観光スポットを文献で調査する

試験 定期試験を実施しない

教科書
・「わかる！和華蘭」
・長崎検定テキスト
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第４回 長崎の観光スポット研究（実地調査①） 実地調査結果をレポートにまとめる

第５回 長崎の観光スポット研究（実地調査②） 実地調査結果をレポートにまとめる

課題等への対応 授業外学修時間

提出されたレポートは評価の対象となります。 各回とも30～60分は学修時間が必要です。

回数 授業計画 学習課題（予習・復習）

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

前期で学んだ「長崎観光入門」の学習を踏まえ、グループワークや実地調査など、学生自らが動いて学ぶ授業とし
ます。また、後半では、「長崎検定試験3級」に挑戦するための講義も行います。なお、15回目には自らが設定し
たテーマでまとめたものを発表してもらいます。

◎ ◎ ○ ◎ ○

３．

４． ○

科目の到達目標

１． 長崎の歴史・文化及び観光全般についての理解を深める

２． 本授業で学んだ内容を県外等からの来訪者に説明できる力を養う

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

本学卒業後、観光県長崎を支える社会人として必要な知識・素養を身に付ける
１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力

卒業要件 選択

免許・資格
要件

学期区分 後期

授業区分 講義

科目 施行規則に定める科目区分又は事項等

対象
学生

生活創造学科
ビジネス・医療秘書コース

2年生
単位数 ２

科目
区分

専門教育科目 科目名 長崎観光概論
科目
コード

20L510 担当者 玉島　健二


